
令和元年第 9回教育委員会議事録 

項   目 内 容 記 録 

１．期  日 令和元年 7月 4日（木）15:30開会 

２．場  所 日野町役場 第 1会議室 

３．開会（閉会） 15:30～17:00 

４．出席委員等氏名 頭本元文、景山美由紀、飯田頼昭、松田暢子、生田 進 

５．教育長あいさつ ・6月中 計画訪問出席のお礼 

・6/21 副町長就任 総合教育会議を近く開催したい 

・保育所の状況 

・7/1 松田委員就任 

６．教育長事務報告 

      課 長 

      教育長 

 

 

 

 

 

 

 

課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（1）行事等について 別紙① 教育長から説明お願いします。 

・7/1 黒坂小計画訪問 県教委 

・7/4 教育委員会定例会 

・7/12 市町村教育委員会研究協議会総会 倉吉 

 日野町教育長 発表 

・7/23 保育所計画訪問 中止 

・8/2 全国コミュニティ・スクール研究大会 府中市 

・8/15 日野町成人式 

・9/7 日野中体育祭 

・（2）一般報告  

 1）令和元年第 4回日野町議会定例会について 

 ①「文化財保存活用地域計画」の策定について 

  文化財の保存、活用について計画を立てないかという議員か 

  らの質問あり。 

  鳥取県が策定中の大綱に基づいて「文化財保存活用地域計画」 

  を策定することができる。 

  「文化財保存活用地域計画」を策定すると国指定文化財等に 

  認定されやすくなる。 

  町長答弁:文化財の観光資源としての活用については産業振 

興課で検討、企画政策課も文化財活用の計画を協議している。 

プロジェクトチームを立ち上げて取り組んでいきたい。 

中心になるのは教育委員会。 

「文化財保存活用地域計画」を策定する方向で協議する。 

 2）第 42回中国山地日野鵜の池マラソン大会について 

  460名参加 大会新記録あり 

 3）日野郡ふるさと教育推進協議会設立総会について 資料 1 

  6/27開催  

  日野郡ふるさと教育推進協議会設置要綱 説明 



 

 

 

 

 

 

 

 

頭 本 

課 長 

松 田 

課 長 

 

 

 

松 田 

課 長 

景 山 

課 長 

 

  目的 

 青少年に郷土の良さを伝え、将来ふるさとに貢献できる人 

 材を育てる 

  所掌事務  

   日野郡内の高校生、日野高校に通学する高校生が対象 

   公営塾の実施 自主的学習のサポート 地域住民の参画 

   委託会社（株）プリマペンギーノ カリキュラム作成等 

   令和元年度助成金 日本財団より 6,460千円 

・鵜の池管理棟屋根、トイレについては早期に修繕が必要な状態。 

・管理棟等の管理は産業振興課のため、管理担当課で協議中。 

・日野郡ふるさと教育推進協議会の役員は決定しているか。 

・P5 委員名簿のとおり 

 会長 江府町教育委員 冨田 

 副会長 日南町 青戸 

 監事 日野町 砂流 

・公営塾の場所は。 

・日野町山村開発センターを想定し、その後は郡内他町で開催。 

・不登校生徒などの受け入れはどうか。 

・委託会社の事例によると、目的意識をもって参加することでレ 

ベル向上が図られ成果があるようだ。 

塾は有料、講師は地域おこし協力隊として募集。 

７．議事  課 長 

 

 

 

       

 

 

 

       

      教育長 

 

 

 

      課 長 

 

 

 

 

・議案第 47号 令和元年 7月 1日付人事異動等について 

 現業主事 多賀 保育所→教育委員会事務局 

 嘱託保育士 八槇 採用 R2.3.31まで 

 事務補助員（非常勤） 後藤 採用 R元.9.30まで 

・嘱託保育士は募集中、所長が保育士業務をする必要あり。 

そのため所長業務補助に前後藤所長を依頼し、保育所事務担当の 

大岩が保育所事務従事時間を増やして対応する。 

・保育所の人員不足により、予定していた計画訪問は対応困難な 

 状況にあるため一先ず中止とする。 

・来年度の保育士募集に対して、2名の応募があった。 

 鳥短に出向いてプレゼンしたりしている。 

 調理員も募集しているがまだ応募はない。 

・議案第 47号 承認  

・議案第 48号 日野町高校生等奨学金交付要綱の制定について 

 目的  

高校等進学者が経済的理由で進学、就学に支障をきたすこと 

がないよう、給付型奨学金を支給する。 

 給付対象者 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      頭 本 

      課 長 

       

  日野町内に住所を有する高校生等の保護者。 

  入寮等のため町外に住所異動した者も対象。 

  第 1学年～第 3学年に在籍する者の保護者。 

 給付金額 

  年額 25,000円 

  年度中途認定者については別表のとおり 

 給付認定申請 

  5/1～1/31 在学証明書を添付して提出 

 奨学金の支払 

  申請日の翌月末までに給付 

・他の奨学金を給付されていても申請できるか。 

・給付可。 

 高校在学中であれば申請可能。 

 通学費補助については、県が検討中。 

 日野町としては奨学金として給付する。 

・議案第 48号 承認 

８．協議  課 長 

 

 

・（1）計画訪問について 

 意見等があれば学校に伝達する。→ 特になし。 

 次回 10月に計画訪問予定。 

９．その他 課 長 

       

      長谷部 

 

 

      課 長 

      頭 本 

 

 

      松 田 

      長谷部 

       

      

       

      教育長 

 

      課 長 

 

 

      教育長 

・（1）事故等発生報告について 

・(2)標準学力調査結果について 資料 2 

・各学校で結果の分析は行っているが、町全体の状況を把握する 

 ことが必要ということで、経年推移の資料を作成した。 

 標準学力調査は年 2回、1年生は 1回実施。 

・全国平均 50として比較して表示。 

・昨年 12月の新聞を読んでいる状況調査によると、小学校中学年 

 以降に本や新聞を読んでいるとかなり差がでることが分かる。 

 時事についても分かり、読み取る力がつく。 

・中学生は良い新聞を作っていた。 

・小学校でも新聞についての学習をしている。 

 家庭によっては新聞を購読していないこともある。 

・学校では目に付くところに「子ども新聞」を置いてよい環境を 

 作っている。 

・大人もネットニュースは見るが、新聞を読まない人が増えてい 

る。 

・国語、算数は小学校より中学校の方が成績は良くなる傾向。 

 英語も小学校から教科として取り組んでいるので影響が出てく 

るだろう。 

・小学校でも中学校に結び付くような英語の授業を行っていた。 



 

      課 長 

      長谷部 

 

      課 長 

      課 長 

 

 

 

 

 

      頭 本 

 

 

 

 

      教育長 

      課 長 

 

       

 

 

 

           

 英語専科の教員配置は難しいが、ALTの活用などに努めたい。 

・(3)日野町保小中一貫教育推進委員会各部会活動計画について 

・資料 3 部会ごとの取り組み、推進計画を作成 

 7/31 保育参加の実施 

・(4)令和元年 6月教育行政連絡会議報告 資料 4 

・(5)その他 

 第 3回日野町校区審議会議事録 資料 5 

 第 44回人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会への参加につ 

いて 資料 6 

 8/8 町人権・同和教育推進協議会の行政部会から参加依頼 

 頭本委員 参加可 

・校区審議会で実施するアンケート調査について 

 保護者が義務教育学校などについて理解できていない状況で、 

 アンケートを実施するのはどうか。 

 意向調査とはいえ結果は尊重しなくてはいけないので、メリッ 

 ト、デメリットをよく理解してもらったうえで実施すべき。 

・アンケートも複数回実施することを検討している。 

・各保護者にアンケート配布し、次回 8/20校区審議会までに集計 

 して、その結果により会議を進めていく。 

・7/12 令和元年度鳥取県市町村教育委員会研究協議会定期総会 

 研究大会 倉吉 

  12:00 日野町役場出発 

・次回教育委員会定例会について 

 令和元年 8月 5日(月) 午前 9時 30分開会 第 1会議室 

（17:00委員会終了） 

令和元年 7月 4日 

日野町教育委員会 


